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(57)【要約】
【課題】描画を書き込んだ画像（描画データが入力画像
データに重畳された画像）が投写
される状態と、描画を書き込む前の画像（入力画像デー
タによる画像）のみが投写される
状態と、を容易に切り替えることが可能なプロジェクタ
ーを提供する。
【解決手段】プロジェクター１は、画像データＧ１に描
画データＤ１を重畳して画像とし
て表示している描画状態（図４（ａ））において、表示
切替操作を受け付けると、画像デ
ータによる画像のみを投写する非描画状態に切り替え（
図４（ｂ））、非描画状態におい
て電子ペン４０による描画操作を受け付けると、描画デ
ータＤ１を重畳して画像として投
写する描画状態（図４（ａ））に切り替える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を投写面に投写するプロジェクターであって、
　当該プロジェクターは、画像入力端子から入力される画像データ、および指示体による
描画データを重畳して前記投写面に投写する画像投写手段と、
　前記描画データを保存する記憶手段と、
　前記画像データの投写状態を切り替える表示切替操作を受け付ける入力操作手段と、
　前記表示切替操作を受け付けたとき、前記画像データ、および前記記憶手段に保存され
た前記描画データを重畳して投写する描画状態と、前記描画データを重畳せずに前記画像
データのみを投写する非描画状態と、を切り替える制御手段と、
　を備えることを特徴とする、プロジェクター。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクターであって、
　複数の前記画像入力端子を備え、
　前記記憶手段は、複数の前記画像入力端子ごとに対応する描画データを保存し、
　前記表示切替操作を受け付けたとき、前記描画状態であれば前記非描画状態に切り替え
、前記非描画状態であれば、次の画像入力端子に切り替えるとともに、当該画像入力端子
の画像データおよび描画データによる、描画状態または非描画状態に切り替えることを特
徴とする、プロジェクター。
【請求項３】
　画像を投写面に投写するプロジェクターの制御方法であって、
　画像入力端子から入力される画像データ、および指示体による描画データを重畳して前
記投写面に投写する画像投写ステップと、
　前記描画データを保存する記憶ステップと、
　前記画像データの投写状態を切り替える表示切替操作を受け付ける入力操作ステップと
、
　前記表示切替操作を受け付けたとき、前記画像データ、および前記記憶ステップにおい
て保存された前記描画データを重畳して投写する描画状態と、前記描画データを重畳せず
に前記画像データのみを投写する非描画状態と、を切り替える表示切替ステップと、
　を有することを特徴とする、プロジェクターの制御方法。
【請求項４】
　画像を表示面に表示する表示装置であって、
　当該表示装置は、画像入力端子から入力される画像データ、および指示体による描画デ
ータを重畳して前記表示面に表示する画像表示手段と、
　前記描画データを保存する記憶手段と、
　前記画像データの表示状態を切り替える表示切替操作を受け付ける入力操作手段と、
　前記表示切替操作を受け付けたとき、前記画像データ、および前記記憶手段に保存され
た前記描画データを重畳して表示する描画状態と、前記描画データを重畳せずに前記画像
データのみを表示する非描画状態と、を切り替える制御手段と、
　を備えることを特徴とする、表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像を投写するプロジェクター、プロジェクターの制御方法および表示装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プロジェクターを用いてプレゼンテーションや学校の授業等を行う場合、投写した画像
に文字や図形を書きこんで説明したいことがある。この場合、プロジェクターに接続され
て画像データを入力するパーソナルコンピューター（パソコン）の画面上でマウス等のポ
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インディングデバイスを操作し、文字や図形を入力する方法がある。
【０００３】
　特許文献１では、スクリーン上に投写した画像上で電子ペン（ペン型の入力装置）を操
作し、文字や図形を書きこむ電子黒板システムが開示されている。
　特許文献２では、スクリーンの裏面側から画像を投影する画像投影手段に、スクリーン
の表面側に与えた指示操作の入力により、その入力位置に予め定められた画像表示を与え
るようにした光黒板が開示されている。なお、特許文献２では、ペン型素子から描画制御
を行い、描画画面を消去することが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－１４０１５４号公報
【特許文献２】特開平８－１６０５３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　投写された画像（画像データ）に電子ペンで文字や図形等の描画（描画データ）を書き
込んでいるとき、描画を書き込む前の画像に戻して画像を確認したいことがある。しかし
ながら、特許文献１の電子黒板システムのような装置では、これらの描画を消去するには
、描画データを一つずつ指定するか、選択して消去しなければならない。また、消去した
後、描画データを元に戻して描画を継続する場合には、描画データをどこかに保存して呼
び出す等の煩雑な操作が必要であった。また、特許文献２の光黒板では、ペン型素子によ
り描画画像を一括で消去するだけであり、消去した後で再度描画画像を復元することがで
きない。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態または適用例として実現することが可能である。
【０００７】
　［適用例１］本適用例に係るプロジェクターは、画像入力端子から入力される画像デー
タ、および指示体による描画データを重畳して前記投写面に投写する画像投写手段と、前
記描画データを保存する記憶手段と、前記画像データの投写状態を切り替える表示切替操
作を受け付ける入力操作手段と、前記表示切替操作を受け付けたとき、前記画像データ、
および前記記憶手段に保存された前記描画データを重畳して投写する描画状態と、前記描
画データを重畳せずに前記画像データのみを投写する非描画状態と、を切り替える制御手
段と、を備えることを特徴とする。
【０００８】
　本適用例によれば、例えば、画像（画像データ）に電子ペンなどの指示体で文字や図形
等の描画（描画データ）を書き込んでいるときに、表示切替操作を行った場合、画像デー
タに描画データを重畳して画像として投写する描画状態を、描画データを重畳せずに画像
データのみを画像として投写する非描画状態に切り替える。これにより、煩雑な操作を必
要とせずに、描画する前の画像と、描画した後の画像とを、容易に切り替えて投写するこ
とができるため、互いの画像を容易に比較することが可能となる。
【０００９】
　［適用例２］上記適用例に記載のプロジェクターにおいて、複数の前記画像入力端子を
備え、前記記憶手段は、複数の前記画像入力端子ごとに対応する描画データを保存し、前
記表示切替操作を受け付けたとき、前記描画状態であれば前記非描画状態に切り替え、前
記非描画状態であれば、次の画像入力端子に切り替えるとともに、当該画像入力端子の画
像データおよび描画データによる、描画状態または非描画状態に切り替えることが好まし
い。
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【００１０】
　本適用例によれば、複数の画像入力端子の画像データそれぞれに対応する描画データを
保存し、表示切替操作を行った場合、それぞれの画像入力端子について、描画状態、非描
画状態の順に表示状態を切り替える。これにより、各画像入力端子の画像ごとに、対応す
る描画データを描画する前の画像と、描画した後の画像とを切り替えて投写することがで
きる。従って、各画像入力端子の画像ごとに、互いの画像を容易に比較・確認することが
可能となる。また、描画を行わない場合は、表示切替操作により、画像入力端子の切り替
えを行うことができる。
【００１１】
　［適用例３］本適用例に係るプロジェクターの制御方法は、画像入力端子から入力され
る画像データ、および指示体による描画データを重畳して前記投写面に投写する画像投写
ステップと、前記描画データを保存する記憶ステップと、前記画像データの投写状態を切
り替える表示切替操作を受け付ける入力操作ステップと、前記表示切替操作を受け付けた
とき、前記画像データ、および前記記憶ステップにおいて保存された前記描画データを重
畳して投写する描画状態と、前記描画データを重畳せずに前記画像データのみを投写する
非描画状態と、を切り替える表示切替ステップと、を有することを特徴とする。
【００１２】
　本適用例によれば、例えば、画像（画像データ）に電子ペンなどの指示体で文字や図形
等の描画（描画データ）を書き込んでいるときに、表示切替操作を行った場合、画像デー
タに描画データを重畳して画像として投写する描画状態を、描画データを重畳せずに画像
データのみを画像として投写する非描画状態に切り替える。これにより、煩雑な操作を必
要とせずに、描画する前の画像と、描画した後の画像とを、容易に切り替えて投写するこ
とができるため、互いの画像を容易に比較することが可能となる。
【００１３】
　［適用例４］本適用例に係る表示装置は、画像を表示面に表示する表示装置であって、
当該表示装置は、画像入力端子から入力される画像データ、および指示体による描画デー
タを重畳して前記表示面に表示する画像表示手段と、前記描画データを保存する記憶手段
と、前記画像データの表示状態を切り替える表示切替操作を受け付ける入力操作手段と、
前記表示切替操作を受け付けたとき、前記画像データ、および前記記憶手段に保存された
前記描画データを重畳して表示する描画状態と、前記描画データを重畳せずに前記画像デ
ータのみを表示する非描画状態と、を切り替える制御手段と、を備えることを特徴とする
。
【００１４】
　本適用例によれば、例えば、画像（画像データ）に電子ペンなどの指示体で文字や図形
等の描画（描画データ）を書き込んでいるときに、表示切替操作を行った場合、画像デー
タに描画データを重畳して画像として表示する描画状態を、描画データを重畳せずに画像
データのみを画像として表示する非描画状態に切り替える。これにより、煩雑な操作を必
要とせずに、描画する前の画像と、描画した後の画像とを、容易に切り替えて表示するこ
とができるため、互いの画像を容易に比較することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】プロジェクターの使用形態を示す説明図。
【図２】電子ペンの外観図。
【図３】プロジェクターの回路構成を示すブロック図。
【図４】プロジェクターの表示切替操作時の画面遷移を示す図。
【図５】プロジェクターの動作を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の一実施形態について説明する。
　なお、以下の実施形態は特許請求の範囲にかかる発明を限定するものではなく、また、
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実施形態における特徴の組み合わせの全てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。
【００１７】
　（実施形態）
　図１は本実施形態のプロジェクター１の使用形態を示す説明図である。
　図１に示すように、プロジェクター１はユーザーＨの頭上に天吊り設置され、ユーザー
Ｈはプロジェクター１が画像を投写する投写面ＳＣ上で電子ペン４０を使って描画操作を
行う。プロジェクター１は、後で説明するペン操作検出手段２５（図３参照）により電子
ペン４０が指し示す位置等の操作情報を検出する。そしてプロジェクター１は、電子ペン
４０の描画操作に基づく描画データＤ１を画像データＧ１に合成し、投写面ＳＣに投写す
る。
【００１８】
　図２は電子ペン４０の外観図である。
　図２に示すように、電子ペン４０は先端が尖ったペン型の筐体４０Ａを有し、筐体４０
Ａの先端には、ペン先スイッチ４０Ｂと、赤外光を発する発光部４０Ｃとを備えている。
　後述するプロジェクター１のペン操作検出手段２５が赤外光を撮像し、電子ペン４０の
操作位置を検出する。
　なお、本実施形態における電子ペン４０が指示体に相当する。
【００１９】
　図３は本実施形態のプロジェクター１の回路構成を示すブロック図である。
　図３に示すように、プロジェクター１は、画像入力端子６、画像投写手段１０、ＯＳＤ
処理手段１６、画像信号処理手段１７、画像信号入力手段１８、制御手段２０、記憶手段
２１、光源制御手段２２、入力操作手段２３、ペン操作検出手段２５、電源端子３０、電
源部３１等で構成されており、これらは図示しないプロジェクター１の筐体の内部、また
は外面に収容されている。
【００２０】
　画像投写手段１０は、光源１１、光変調装置としての３つの液晶ライトバルブ１２Ｒ，
１２Ｇ，１２Ｂ、投写光学系としての投写レンズ１３、液晶駆動手段１４等を含んでいる
。画像投写手段（画像表示手段）１０は、光源１１から射出された光を、液晶ライトバル
ブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂで変調し、投写レンズ１３から投写することによって投写面Ｓ
Ｃ等に画像を表示する。
【００２１】
　光源１１は、超高圧水銀ランプやメタルハライドランプ等からなる放電型の光源ランプ
１１ａと、光源ランプ１１ａが放射した光を液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ側
に反射するリフレクター１１ｂとを含んで構成されている。
　光源１１から射出された光は、図示しないインテグレーター光学系によって輝度分布が
略均一な光に変換され、図示しない色分離光学系によって光の３原色である赤色（Ｒ），
緑色（Ｇ），青色（Ｂ）の各色光成分に分離された後、それぞれ液晶ライトバルブ１２Ｒ
，１２Ｇ，１２Ｂに入射する。
【００２２】
　液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂは、一対の透明基板間に液晶が封入された液
晶パネル等によって構成される。液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂには、マトリ
ックス状に配列された複数の画素（図示せず）が形成されており、液晶に対して画素毎に
駆動電圧を印加可能になっている。
　液晶駆動手段１４が、入力される画像情報に応じた駆動電圧を各画素に印加すると、各
画素は、画像情報に応じた光透過率に設定される。このため、光源１１から射出された光
は、この液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂを透過することによって変調され、画
像情報に応じた画像光が色光毎に形成される。
　形成された各色の画像光は、図示しない色合成光学系によって画素毎に合成されてカラ
ーの画像光となった後、投写レンズ１３によって投写面ＳＣ等に拡大投写される。
【００２３】
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　本実施形態では、光源１１として光源ランプ１１ａを用いて投写するプロジェクター１
を例示したが、本発明は光源としてＬＥＤ（Light emitting diode）光源やレーザー光源
等を用いて投写するプロジェクターにも適用することができる。
【００２４】
　なお、本実施形態では、画像投写手段１０は、３つの液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ
，１２Ｂを用いた透過型液晶方式の投写光学系を例示したが、反射型液晶表示方式やマイ
クロミラーデバイス方式（ライトスイッチ表示方式）等、他の表示方式の光変調装置を採
用しても良い。
【００２５】
　画像信号入力手段１８は、複数の画像入力端子６により、ビデオ再生装置やパーソナル
コンピューター等、外部の画像出力装置から、図示しないケーブル、又は通信機器等を介
して画像情報が入力される。入力された画像情報は、制御手段２０の指示に基づき、画像
信号処理手段１７に出力される。なお、画像信号入力手段１８は、無線通信や光通信等の
受信部を備え、外部機器から無線によって画像信号を入力する構成にしてもよい。
【００２６】
　画像信号処理手段１７は、制御手段２０の指示に基づき、画像信号入力手段１８から入
力される画像情報を、液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂの各画素の階調を表す画
像情報に変換する。ここで、変換された画像情報は、赤（Ｒ），緑（Ｇ），青（Ｂ）の色
光別になっており、各液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂのすべての画素に対応す
る複数の画素値によって構成されている。画素値とは、対応する画素の光透過率を定める
ものであり、この画素値によって、各画素を透過し射出する光の強弱（階調）が規定され
る。
【００２７】
　ＯＳＤ処理手段１６は、制御手段２０の指示に基づいて、投写画像上に、メニュー画像
やメッセージ画像等のＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）画像を重畳して表示するた
めの処理を行う。ＯＳＤ処理手段１６は、図示しないＯＳＤメモリーを備えており、ＯＳ
Ｄ画像を形成するための図形やフォント等を表すＯＳＤ画像情報を記憶している。
【００２８】
　制御手段２０が、ＯＳＤ画像の重畳表示を指示すると、ＯＳＤ処理手段１６は、必要な
ＯＳＤ画像情報をＯＳＤメモリーから読み出し、投写画像上の所定の位置にＯＳＤ画像が
重畳されるように、画像信号処理手段１７から入力される画像情報にこのＯＳＤ画像情報
を合成する。ＯＳＤ画像情報が合成された画像情報は、液晶駆動手段１４に出力される。
　なお、制御手段２０からＯＳＤ画像を重畳する旨の指示がない場合には、ＯＳＤ処理手
段１６は、画像信号処理手段１７から入力される画像情報を、そのまま液晶駆動手段１４
に出力する。
【００２９】
　液晶駆動手段１４がＯＳＤ処理手段１６から入力される画像情報に従って液晶ライトバ
ルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂを駆動すると、液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂは
、画像情報に応じた画像を形成し、この画像が投写レンズ１３から投写される。
【００３０】
　制御手段２０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）や、各種データ等の一時記憶に
用いられるＲＡＭ（Random Access Memory）等を備え、記憶手段２１に記憶されている制
御プログラム（図示せず）に従って動作することによりプロジェクター１の動作を統括制
御する。つまり、制御手段２０は、記憶手段２１とともにコンピューターとして機能する
。制御手段２０は、プロジェクター１を、電子ペン４０の描画データを画像データに重畳
して投写する描画状態と、画像データのみを投写する非描画状態のいずれかに切り替える
制御を行う。
【００３１】
　記憶手段２１は、フラッシュメモリーやＦｅＲＡＭ等の書き換え可能な不揮発性のメモ
リーにより構成されており、プロジェクター１の動作を制御するための制御プログラムや
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、プロジェクター１の動作条件等を規定する各種設定データ等が記憶されている。記憶手
段２１には、電子ペン４０による描画データ（図４に示すＤ１，Ｄ２等）が記憶される。
【００３２】
　光源制御手段２２は、制御手段２０の指示に基づいて、光源１１に対する電力の供給と
停止とを制御し、光源１１の点灯及び消灯を切り替える。
【００３３】
　入力操作手段２３は、図示は省略するが、ユーザーＨがプロジェクター１に対して各種
指示を行うための複数の操作キーを備え、プロジェクター１の筐体（図示せず）の外面に
備えられる本体キーで構成される。
【００３４】
　入力操作手段２３が備える操作キーとしては、電源のオン・オフを交互に切り替えるた
めの電源キーや、複数の画像入力端子６を切り替えるための入力切替キー、設定メニュー
等を重畳表示させるためのメニューキー、設定メニュー等で項目の選択に用いられる方向
キー（上下左右に対応する４つの操作キー）、選択された項目を確定させる決定キー、動
作の取り消し等を行うための取消キー等がある。
　なお、本実施形態においては、入力切替キーの操作が表示切替操作に相当し、選択中の
画像入力端子６について描画状態と非描画状態を切り替える動作を行う。具体的には、あ
る画像入力端子６の描画状態、非描画状態、次の画像入力端子の描画状態、非描画状態の
順に切り替える。なお、表示切替操作時の表示については後述する図４において説明する
。
【００３５】
　ユーザーＨが入力操作手段２３の各種操作キーを操作すると、入力操作手段２３は、ユ
ーザーＨの操作内容に応じた操作信号を制御手段２０に出力する。なお、入力操作手段２
３は、リモートコントローラー（リモコン）信号受信手段（図示せず）と遠隔操作が可能
なリモートコントローラー（図示せず）を有した構成としてもよい。この場合、リモート
コントローラーは、ユーザーＨの操作内容に応じた赤外線等の操作信号を発し、リモコン
信号受信手段がこれを受信して制御情報として制御手段２０に伝達する。
【００３６】
　ペン操作検出手段２５は、図示しない撮像素子等で構成され、制御手段２０の指示に基
づいて、電子ペン４０の操作位置（座標）、およびペン先スイッチ４０Ｂ（図２参照）の
押下状態等のペン操作状態を検出し、検出したペン操作情報を制御手段２０に通知する。
【００３７】
　電源部３１には、ＡＣ１００Ｖ等の電力が電源端子３０を介して外部から供給される。
電源部３１は、例えば、商用電源（交流電源）を所定の電圧の直流電源に変換して、プロ
ジェクター１の各部に変換した電力を供給する。また、電源部３１は、制御手段２０の指
示に基づいて、画像の投写に必要な電力（動作電力）を各部に供給する状態（電源オン状
態）と、動作電力の供給を停止して、電源をオンにするための操作を待機する状態（スタ
ンバイ状態）とを切り替えることができる。
【００３８】
　次に本実施形態に係るプロジェクター１の、表切替操作時の投写画像の遷移例を、図４
の画面遷移図を用いて説明する。
　図４において、プロジェクター１は、二つの画像入力端子６Ａ，６Ｂ（図３参照）にそ
れぞれ画像データＧ１，Ｇ２が入力されている。図４（ａ），（ｃ）は描画状態での表示
（投写）例、図４（ｂ），（ｄ）は非描画状態での表示例を示す図である。また、図４（
ａ），（ｂ）は画像入力端子６Ａに入力される画像データＧ１が画像として表示されてい
る状態、図４（ｃ），（ｄ）は画像入力端子６Ｂに入力される画像データＧ２が画像とし
て表示されている状態を示す。
　なお、以降の説明において、「データが投写面に画像として表示（投写）される」とい
う表現を、「データが表示（投写）される」などと省略して記述する。
【００３９】
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　図４（ａ）に示すように、プロジェクター１が描画状態であり、画像データＧ１に電子
ペン４０による描画データＤ１が重畳されて投写面ＳＣに投写されている。この状態にお
いて、表示切替操作を行うと、図４（ｂ）の非描画状態に遷移する。
【００４０】
　図４（ｂ）に示すように、図４（ａ）の描画状態での表示から描画データＤ１が消去さ
れ、画像データＧ１のみが投写面ＳＣに投写される。この状態が非描画状態である。なお
、描画データＤ１は画面上からは消去されるものの、記憶手段２１（図３参照）に保存さ
れており、再度描画状態にしたときに表示される。図４（ｂ）の状態で表示切替操作を行
うと、画像入力端子６Ｂに切り替える。次に、画像入力端子６Ｂに対応する描画データＤ
２が記憶手段２１に保存されていれば図４（ｃ）の描画状態に遷移し、描画データＤ２が
保存されていなければ図４（ｄ）の非描画状態に遷移する。なお、図４（ｂ）の非描画状
態において電子ペン４０による描画操作を受け付けると、図４（ａ）の描画状態に遷移す
る。
【００４１】
　図４（ｃ）に示すように、プロジェクター１が描画状態になり、画像データＧ２に対応
する描画データＤ２が重畳されて投写面ＳＣに投写される。図４（ｃ）の状態で表示切替
操作を行うと、図４（ｄ）の非描画状態に遷移する。
【００４２】
　図４（ｄ）に示すように、図４（ｃ）の描画状態での表示から描画データＤ２が消去さ
れ、画像データＧ２のみが投写面ＳＣに投写される非描画状態になる。なお、描画データ
Ｄ２は画面上からは消去されるものの、記憶手段２１（図３参照）に保存されており、再
度描画状態にしたときに表示される。図４（ｄ）の状態で表示切替操作を行うと、画像入
力端子６Ａに切り替える。次に、画像入力端子６Ａに対応する描画データＤ１が記憶手段
２１に保存されていれば図４（ａ）の描画状態に遷移し、描画データＤ１が保存されてい
なければ図４（ｂ）の非描画状態に遷移する。なお、図４（ｄ）の非描画状態において、
電子ペン４０による描画操作を受け付けると、図４（ｃ）の描画状態に遷移する。
【００４３】
　なお、図４では二つの画像入力端子６Ａ，６Ｂの画像データＧ１，Ｇ２を用いて説明し
たが、３つ以上の画像入力端子６がある場合も同様に遷移する。
【００４４】
　次に、本実施形態のプロジェクター１の動作を図５のフローチャートを用いて説明する
。
　図５はプロジェクター１の動作を示すフローチャートであり、（ａ）は表示切替操作を
受け付けたときの動作、（ｂ）は電子ペン４０による描画操作を受け付けたときの動作を
示す。
【００４５】
　［表示切替操作を受け付けたときの動作］
　図５（ａ）に示すように、プロジェクター１が動作中に、入力操作手段２３による表示
切替操作を受け付ける（ステップＳ１０１）と、ステップＳ１０２に遷移する。
　なお、ステップＳ１０１が入力操作ステップに相当する。
【００４６】
　ステップＳ１０２において制御手段２０は、プロジェクター１が描画状態に設定されて
いるか否かを調べる。描画状態の場合（ステップＳ１０２：Ｙ）には、ステップＳ１０４
に遷移する。一方、描画状態でない、即ち非描画状態の場合（ステップＳ１０２：Ｎ）に
は、ステップＳ１０３に遷移する。
【００４７】
　ステップＳ１０３において制御手段２０は、画像信号入力手段１８により、次の画像入
力端子６に切り替え、入力される画像データを画像投写手段１０に投写させ、ステップＳ
１０５に遷移する。
【００４８】
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　ステップＳ１０４において制御手段２０は、投写中の描画データを消去し、ステップＳ
１０７に遷移する。
【００４９】
　ステップＳ１０５において制御手段２０は、ステップＳ１０３において選択した画像入
力端子６の画像データに対応する描画データが記憶手段２１に保存されているか否かを調
べる。対応する描画データが保存されている場合（ステップＳ１０５：Ｙ）には、ステッ
プＳ１０６に遷移する。一方、対応する描画データが保存されていない場合（ステップＳ
１０５：Ｎ）には、ステップＳ１０７に遷移する。
【００５０】
　ステップＳ１０６において制御手段２０は、画像入力端子６の画像データに対応する描
画データを記憶手段２１より読み出して重畳して投写する。次に、プロジェクター１を描
画状態に設定し、ステップＳ１０８に遷移する。
　なお、ステップＳ１０６が画像投写ステップに相当する。
【００５１】
　ステップＳ１０７において、制御手段２０はプロジェクター１を非描画状態に切り替え
、ステップＳ１０８に遷移する。
　なお、ステップＳ１０１からステップＳ１０７が表示切替ステップに相当する。
【００５２】
　ステップＳ１０８において本動作フローを終了し、元の処理に戻る。
【００５３】
　［プロジェクター１が描画操作を受け付けたときの動作］　図５（ｂ）に示すように、
プロジェクター１が動作中に電子ペン４０による描画操作を受け付ける（ステップＳ２０
１）と、ステップＳ２０２に遷移する。
【００５４】
　ステップＳ２０２において制御手段２０は、プロジェクター１が非描画状態に設定され
ているか否かを調べる。非描画状態の場合（ステップＳ２０２：Ｙ）には、ステップＳ２
０３に遷移する。一方、非描画状態でない、即ち描画状態の場合（ステップＳ２０２：Ｎ
）には、ステップＳ２０４に遷移する。
【００５５】
　ステップＳ２０３において制御手段２０は、プロジェクター１を描画状態に切り替え、
ステップＳ２０４に遷移する。
【００５６】
　ステップＳ２０４において制御手段２０は、電子ペン４０による描画操作に応じた描画
データを、画像データに重畳して画像投写手段１０により投写させ（図４（ａ），（ｃ）
参照）、ステップＳ２０５に遷移する。
　なお、ステップＳ２０４が画像投写ステップに相当する。
【００５７】
　ステップＳ２０５において制御手段２０は、ステップＳ２０４において投写した描画デ
ータを記憶手段２１に保存し、ステップＳ２０６に遷移する。
　なお、ステップＳ２０５が記憶ステップに相当する。
【００５８】
　ステップＳ２０６において本動作フローを終了し、元の処理に戻る。
【００５９】
　上述した実施形態によれば、以下の効果を得られる。
　本実施形態のプロジェクター１によれば、投写された画像（画像データ）に電子ペン４
０で文字や図形等の描画（描画データ）を書き込んでいるときに表示切替操作を行った場
合、画像データに描画データを重畳して画像として投写する描画状態を、描画データを重
畳せずに画像データのみを画像として投写する非描画状態に切り替える。これにより、煩
雑な操作を必要とせずに、描画する前の画像と、描画した後の画像とを、容易に切り替え
て投写することができるため、互いの画像を容易に比較することが可能となる。
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　また、複数の画像入力端子６の画像データそれぞれに対応する描画データを保存し、表
示切替操作を行った場合、それぞれの画像入力端子６について、描画状態、非描画状態の
順に表示状態を切り替える。これにより、各画像入力端子６の画像ごとに、対応する描画
データを描画する前の画像と、描画した後の画像とを切り替えて投写することができる。
従って、各画像入力端子６の画像ごとに、互いの画像を容易に比較・確認することが可能
となる。また、描画を行わない場合は、表示切替操作により、画像入力端子６の切り替え
を行うことができる。
【００６１】
　本実施形態のプロジェクター１を用いることにより、上述した効果を奏するため、各種
のプレゼンテーションや、学校での授業等を効率的に進めることができる。
【００６２】
  また、本実施形態は、以下のように変更してもよい。
　（変形例１）　上記実施形態において、画像入力端子６に画像信号が入力されているか
否かを検出する画像信号検出手段を備え、画像信号（データ）が入力されている画像入力
端子６にのみ切り替えるようにしてもよい。
【００６３】
　（変形例２）　上記実施形態において、表示切替操作を行った後、描画状態、非描画状
態のいずれにあるかを所定時間表示するようにしてもよい。
　（変形例３）　また、上述した実施形態では、画像を投写するプロジェクター１に適用
した態様を例示したが、本発明の技術的な思想は、このようなプロジェクター１に限定さ
れるものではない。例えば、画像を表示面に表示する表示装置に適用することで、表示さ
れた画像に電子ペン４０で文字や図形等の描画を書き込んでいるとき、描画を書き込む前
の画像に戻して画像を確認できない課題や、消去した後、描画データを元に戻して描画を
継続する場合には、描画データをどこかに保存して呼び出す等の煩雑な操作が必要である
という課題を解決できる。
　尚、このような表示装置は、ブラウン管（CRT）、液晶ディスプレイ、プラズマディス
プレイ、有機ＥＬディスプレイや、ヘッドマウントディスプレイ等を想定する。
【符号の説明】
【００６４】
　１…プロジェクター、６，６Ａ，６Ｂ…画像入力端子、１０…画像投写手段、１１…光
源、１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ…液晶ライトバルブ、１３…投写レンズ、１４…液晶駆動手
段、１６…ＯＳＤ処理手段、１７…画像信号処理手段、１８…画像信号入力手段、２０…
制御手段、２１…記憶手段、２２…光源制御手段、２３…入力操作手段、２５…ペン操作
検出手段、３０…電源端子、３１…電源部、４０…電子ペン、４０Ａ…筐体、４０Ｂ…ペ
ン先スイッチ、４０Ｃ…発光部、Ｇ１，Ｇ２…画像データ、Ｄ１，Ｄ２…描画データ、Ｓ
Ｃ…投写面。



(11) JP 2015-129904 A 2015.7.16

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(12) JP 2015-129904 A 2015.7.16

【図５】



(13) JP 2015-129904 A 2015.7.16

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ    5/00     ５３０Ｄ        　　　　　
   　　　　                                Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｚ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｅ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    5/36     ５２０Ｍ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    5/36     ５２０Ｂ        　　　　　


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

